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な か っ た と は 考 え に く い。 本 研 究 は 矢 口
（2012）と異なり，表記形態ごとの対象者数を
揃えてあり，G*Power3（Faul, Erdfelder, Lang, 
表 1　表記形態ごとにみた食感の擬音語のおいしさ
　　　関連性評定値
ひらがな表記 カタカナ表記 t 値
シャリシャリ 4.88 5.06 .48
カリカリ 5.44 5.28 .42
パリパリ 5.94 5.69 .88
サクッ 6.31 6.09 .88
シャリッ 4.38 4.66 .64
コリコリ 4.81 4.53 .70
シャキシャキ 5.56 5.84 .86
ジャリジャリ 2.72 1.94 1.91
ジュワッ 5.22 4.97 .59
シャキッ 5.06 5.09 .09
サクサク 6.09 6.06 .12
バリバリ 4.75 4.56 .45
コリッ 4.00 3.69 .67
パリッ 5.28 5.47 .54
カリッ 5.56 5.41 .42
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